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1．マドリッドのバロック教会
　1996年7月15日（月）から21日（日）までの1週間、スペインはセビーリャで第8回国際数学教
育会議（ICME8）が開かれることになった。第4回1980年のバークレー以来続けて参加してきたので、
場所もセビーリャだしぜひ参加したいと思ったのだが、何しろ夏休み前の多忙な時期、どうしようか
さんざん迷った。結局少しむりをいって1週間ほど前に出発し、マドリッドで資料を探し、会議が終わ
ったらただちに帰国することにした。
　7月7日（日）七夕の日の朝成田をたって、パリCharles－de－Gaulles空1巷乗り継ぎで同日の午後9：
20定刻どおりマドリッドのBarajas空港に着く。まだ夕日が出ていて明るい中、直ちにタクシーで街
の中心Puerta　del　Solに近い4つ星ホテルへ。ここで6泊して7月13日（土）にスペイン新幹線で
セビーリャへ移動するつもり。この間9日（火）の午後はマドリッド西北50kmのEl　Escorialの王宮・
修道院へのバスツアーに、11日・（木）は家内と2人で南方70kmにある古都トレードに1日いらて歩
きまわったのだが、とくにマドリッドのバロックとは関係がないので省く。新幹線の切符の予約をし
たり、トレード行きのバスターミナルを下検分したり、家内につき合わされて、何べんも見たPrado
美術館へいったり、新設の国立ソフィア王妃芸術センター（Museo　Nacional（Centro　de　Arte）Reina
Soffa，ピカソのゲルニカはここにある）を見たりした他は、もっぱらバロック教会巡りに費した。
　もちろんマドリッドにもたくさんの教会があるが、どれがバロック教会かわからなければ限られた
時間に見尽すことはおぼつかない。例のミシュランの案内書はバロックに冷たいので、あまり頼りに
はならない。幸い、着いた翌日朝、ホテルから出かけてJos6　Antonioの大通りを寄り道しながら、．ス
ペイン広場を左へまがって王宮前の広場（大工事中）の先のS．Nicol盃sという何の変哲もない教会を
覗いたところ、Arte　Religioso　en　Madridという5分冊の小冊子を売っていた。早速神父さんから
購入して、それを頼りにして歩くことにした。
　それによると、その先王宮の南に接して、Nuestra　Sefiora　de　la　Almudenaという大聖堂があ
るというので、ついでに行ってみた。脇道からはいったので、まず地下のクリプトへ出てしまったが、
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上の身廊へあがってみると、巨大な石の柱が立ち並ぶ奇怪至極の教会であった。小冊子の説明による
と1883年に最初の礎石が置かれたとあるから、まあ新しくてわたくしにはおもしろみがない。
　同じ日の夕方6時頃またホテルを出かけて、今度はJos6　Antonioの大通りの向かい北側の（いささ
かいかがわしい）地区をまわってみる。時刻が悪いのか、ほとんどの教会は閉まっていて、見られた
のは次の2つだけ。
　　S．Antonio　de　los　Portugueses，1624～33
　　S．Ant6n，1794～1832
前者はバロックらしく、楕円形の天井とだまし絵（trompe－1’㏄il）をもつが、出来はいまいち。後者
は有名だがロマン派的でおもしろくない。
　だいたい教会巡りというのは、位置・制作年代に加えて、開館時間（horario）がなくてはならない
ものだ（ヴェネーッィアにはあったが、なかなか手にはいらない）。この夕刻は仕方がないから、最寄
りのメトロに乗って帰り、ソル広場の近くの
　　Convento　de　las　Descalzas　Reales
へゆく。ここには1976年初めてマドリッドにきたときゆっくり拝見したが、この日は丁度夕べのミサ
の最中で自由な見学はできない。さすが王立女子修道院だけあって、小さいながらも左右に1対の立派
なオルガンを備えた華麗な教会。
　Conventoというのは修道院一般をさすが、そこには独身の修道士・修道女が暮しているわけだから、
俗世の者が自由に出はいりするのはむずかしい。そこが教区教会（Parroquia）などと違うところ。こ
うやってミサなどやっていればまあはいれるが、そうでないと、決まった時刻にガイド付でないと見
られないことが多いQ
　次の7月9日（火）も朝から教会巡り。今日はJos6　Antonioの大通りを昨日とは逆に東へ向かって
歩き出し、Alcalaの通りに出て左側の
　　las　Calatravas，　1670～78
を見る。これは12世紀に創まるが、内部は豪勢にバロック化されている。なお、Calatravaとは1158
年設立の騎士団のことである。この通りのすぐ近くに、サンフェルナンド王立芸術アカデミー　Real
Academia　de　Bellas　Artes　de　San　Fernandoがあって一見に値するが、1987年のときに見た。
（この日はあとPradoを見て、午後2時半EI　Escorialへ出かける。）
　10日（水）はToledoへゆく南バスセンター（Atocha駅の南）へゆく途中教会を覗く。まずホテル
そばの
　　Nustra　Sefiora　del　Carmen　y　San　Lufz，1611～16
は大きくて見事なバロック教会。ソル広場を南へ渡って突き当りのSta．　Cruz，クラシックでおもしろ
みは少ない。さらに南下すると、マドリッドの司教座大聖堂
　　S．Isidro，1622～64
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それにしてはあまり大きくないと思うのも尤もで、ここはもとイエズス会の王立学校だったところ。今
回は中庭も見ることができた（入り口が別）。さらに南へいくと左側に
　　S・Cayetano，1761
これはもうバロックを外れて古典派なのかも知れないが、主祭墳は見事なバロックと見た。そこから
東へいって、S．　Lorenzoは大したことない。
　12日（金）の朝ホテルを出て、例のfマドリッド宗教芸術案内」の小冊子によって、東南方向、Atocha
通りの左側をまわるが、あいにくことごとく閉まっていて内部は見られない。そこでメトロで北上、も
う1つお目あての
　　las　Salesas　Reales，1750～58
へわざわざいってみるが、ここは修復中ではいれない。今日はついてない。
　再びメトロでとって返し、王宮の南の
　　S．Francisco　el　Grande
へいってみるが閉まっている。ここは1976年のときはいって、有名なゴヤの天井画など見たが、1987
年のときは足場が組まれて修復中だった。もう修復は終わっているはずだと思うが。そこからの帰り
道に
　　S．Andr6s，1657～69
があって、マドリッドバロックの代表例といわれるが、やはり閉まっていた。
　Pradoで買ったMadrid　Barrocoという案内書によると、この他に、
　　las　Carmelitos　de　Maravellas，1612～67
　　S．Martfn，1695～1725
　　Nuestra　Sefiora　de　Montserrat，1668～1720
などがあるが、これらは次回の課題。
2．セビーリャ事情
　7月13日（土）がセビーリャへの移動の日。14：00Puerta　de　Atocha駅発のスペイン高速AVE
（Alta　Verocidad　Espafiola，　aveは鳥という意味）は15：41　C6rdobaまでノンストップで快適。
セビーリャの新駅Santa　Justaに着いたのは定刻16：25。540kmを2時間半足らずで走るのだから
十分速く、ご本家のフランスTGVよりずっと乗り心地がよい。それでいて9200ptsだから、東海道新
幹線東京大阪間13，480円よりはるかに安い（1pts≒0．9円）。
　ホテルは前にも一度使ったことのある4つ星Don　Paco。旧市街のやや西北、旧Osario門の近くに
あって、Santa　Justa駅から歩いても15～20分ほどだが、とりあえずタクシーに乗る。　ICME会議参
加者向けの団体割引のあるホテルを敬遠してわざわざ旧市内の旧いホテルを選んだのは、もちろん旧
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市街を縦横に歩きまわりたいためである。
　夕方5時半ごろ早速ホテルを出て、北へ向かう路地を歩き出したが、西日は建物にさえぎられて避け
られても猛烈な暑さのため、5分もいったら汗びっしょりになり、仕方なく何も見ないで早々に逃げ帰
った。もっともこの時刻では家々はすべて閉まっていて、人も犬も歩いていないが。マドリッドも暑
かったが、まだ標高646mなので朝晩は涼しくなるのでそれほどひどいとは思わなかったが、セビーリ
ャは海に近いせいもあって、湿気も相当ある。
　翌14日（日）にセビーリャ大学理学部で大会登録をすませて資料や名札、バッグなど貰って帰りプ
ログラムを見てみると、朝のワーキンググループWGの開始が何と8：30、そのあと2つのレクチヤー
があって午前の部は13：30に終わり、午後は17：00から始まり21：00のハッピーアワー（ビール券
で生ビールが飲める）で終わる。団体割引のホテルからは無料の巡回バスが出ていて、これら2回の開
始と2回の終了ごとに運行されるので、あまり困らない仕組みになっている。その代わり旧市街はほと
んど見られない。こちとらはそれが見られる代わりに、自分でバス代を払って往復しなければならな
い。わたくしは、セビーリャ大学は例のカルメンの旧タバコ工場だとばかり思っていたものだから、Don
Pacoから歩いても20分だと思ったが大間違い。この大学もタコの足大学で、理学部は旧市街のバスター
ミナルPlaza　Nuevaからバスで15～20分ほどもかかる新市街南部の外れにある。
　何で8：30などという早朝から始めるのかは、1週間暮してみてわかった。ここの緯度は北緯37°
で東京とそう変わらないから、日照時間は同じようなものだが、午前7時すぎに夜が明け、午後10時
すぎに日が暮れるので、日本に比べると3時間早起きしている勘定になる。1時間は夏時間のため、1
時間はセビーリャが東経15°の中央ヨーロッパ標準時の経線より西にあるため、そして残りの1時間
はsevillano／sevillanaが早起きしているからである。
　わたくしのいた1週間も連日40℃の熱暑で、昼間太陽に面した温度計のディジタル数字は47℃なん
というのもあったから、このくらい早朝でないと仕事にならない。しかも期間中は一度だけ夕立ちが
パラついた程度で雲一つないから、さすが夜は放射冷却で冷えるので、朝は何とかなるのである。
　また、日本の反対を押し切って7月に開催した理由もわかった。8月はもっと暑く本当に48℃にも
なるし、バカンスで商店はいっせい休業にはいるので、観光には最悪なのだ。
　前1987年にきたときは、市内を巡回するバスがいくらもあったのだが、今回貰ったバス路線図によ
ると、そうしたバスはなく、旧市内3つのターミナルPlaza　Nueva，　Plaza　de　Encarnaci6n，　Plaza
Duqueからそれぞれ南方、東方、北方へ往復する3群に分けられてしまっている。ターミナル間は歩
けというわけか？したがって、会議へは、ホテルからPlaza　Nuevaまで15分ほど歩き、34番のバス
で大学との問を往復した。しかし、団体を嫌ってわたくしのように個人的にバスで通っていた人も多
く、すっかり顔なじみになった。ちなみに、これらのバスターミナルの自動販売機で10枚の回数券を
買うと、半額の1枚60円ほどで安くなる。
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3．セビーリャのバロック教会
　さて、会議のことはバロックとは関係がないので省く。会議の合間を縫ってのバロック教会巡り。
　着いた翌日14日（日）はまだ会議が始まらないので、北部地区の探索。朝10時前に出かけて、最寄
りの
　　Sta．　Catalina，14世紀
を覗くと、丁度ミサ中。建物自体は14世紀のムデーハル様式だが、内部の主祭壇や天井、装飾などは
華麗なるバロック。そこから北へ向かうBustos　Taveraの通りの両側にはお寺が一杯。まず右側にS．
Marcos，ここはムデーハル様式鐘楼が有名（ミシュランも触れている）だがバロックではない。ここ
が開いているのは見たことがない。その先の左側に巨大な
　　Hospicio　San　Lufz，18世紀L．　de　Figueroa
がある。セビーリャ・バロックの代表的作例といわれる。前に1987年きたとき十分見たが、今回はい
くら通りかかっても開いていなかった（家内は見られたという）。内部は円形の単一身廊で、イタリア
の影響を感じさせる。その斜め向かいSta．　Marinaは1300年以来のものだが使っているかどうかわか
らない。S．　Lufsの角を左の折れていくと、Templo　de　Omnium　Sanctorumはミサ中、これも14
世紀のもの。そこから南下して、バスターミナルのひとつPlaza　del　Duqueに出てから、ホテルへ戻
る通りを左へ辿ってSta．　Catalinaの手前の左手に、14世紀のS．　Pedroがあり、これは開いていた。
オルガンだけは小さいながらバロック風。
　次にまわれたのは19日（金）で、早朝から出かけて、またSta．　Catalinaの角を右折して突き当り
に近い
　　Convento　de　Sta．　Paula
へいってみる。ここは女子修道院で初めてなので、開館時間10：00には30分ほど早かったが、強引
にはいって、教会を見せて貰った。門番のガイド付となるが、小さいが見事なバロック教会である。ム
デーハルもあるし、ゴシックも。天井はレバノン杉、入口の装飾は重要文化財（monumento　nacional）
だという。
　一度ホテルに立ち寄ってから、例のピラトの館の隣iのS．Estebanへゆくが閉、ここはスルバランの
祭壇画があるはずだがいまだに見たことがない。そこからやや西に
　　Sta．　Marfa　de　Jestis，祭壇1690
があり、祭壇は見事なバロック。その先を左へまがって少しいくと、El　Sefior　San　Jos6．ここには
例の御輿のキリスト像がある。そのちょっと先が
　　Sta。　Maria　la　Blanca，1659
ここは1976年以来2回目だが、一面白い漆喰いのアラビア風装飾に覆われた内装はまさにArabo一
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Barrocoというにふさわしい豪華絢燗たるもの。（グラナダ郊外のカルトゥーハが思い浮かぶ。）小じ
んまりした教会でたまたまミサ中だったが、雰囲気はとてもよい。
　そこからバスターミナルPlaza　Nuevaへ出る途中にかなり大きいバロック教会
　　El　Divino　Salvador，1712完成
がある。ここも以前に本堂は見たが代表的なバロックといえる。今回は正面入り口は開いていなかっ
たが、脇の門からはいる中庭の小さい礼拝堂は見ることができた。ついでにその少し西、セビーリャ
随一の繁華街であるSierpesの通りをはさんだ小さな路地にある
　　Capilla　San　Jos6，　1667
を覗く。ミシュランの例の案内書には、セビーリャ・バロック教会はこれしか載っていない。ここは
たいていいつも開いているので何回も見たが、はいってみると丁度ミサの最中で超満員。よっぽど人
気があるのか？　主祭壇も、それと目と鼻の先で向き合うオルガンも小さいながら実に見事なもの。ミ
シュランが代表的な（un　excellent　exemple　de且’art　de　son　6poque（1766））というだけのこ
とはある。
　3回目の巡回は20日（土）で、初日にまわった道を再度辿ったが、S．　Lufzは相変わらず閉、ヘラク
レス広場を横切って西の方のS．Lorenzoへいったら開いていた。ここは14世紀のムデーハル様式だ
が、「全能のイエス」という迫真のお人形がある。そのあと、歩いて市立美術館へ寄る。前回の1990年
には修復中で閉まっていたから、1987年以来9年ぶりである。大分展示法が変わったが、Zurbar6n，
Marillo，　Vald6s　Lealなどの一級品がある。ただ、以前Zurbaranの表示があったのが、いくつか
An6nimo（作者不詳）になっていた。
　そこからバスターミナルのPlaza　Nuevaへいく途中に、
　　Sta．　Marfa　Magdalena
がある。ここは1976年以来何回も見たが、セビーリャ随一の華麗な建築（Uno　de　los　m6s　suntuosos
edificios　de　Sevilla）といわれるだけあって、何度見ても飽きない。その先にもう1つ
　　S．Buonaventura
という教会がある。たまたま覗いたら、オルガンの試奏をやっていて、それが実によい音であった。外
観はみすぼらしいが、そして内装も平凡だが、祭壇はたしかにバロックである。
　それ以外にも、セビーリャにはバロック教会あるいはバロック化された教会はたくさんある。以下
のものは1987年にすでに見たものである。
　1）大聖堂Sta．　Maria
　2）Hospital　de　la　Sta．　Caridad，1645
　3）Hospital　Vererables　Sacerdotes，礼拝堂バロック
　4）S。Esteban，主祭壇1629
　5）la　Asunci6n（旧大学），祭壇1603
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　6）S．Illdefonso，祭壇1637
　7）　Convento　de　S．　Leandro
　8）Convento　Capuchinos，祭壇1674
　9）Convento　Reparadoras
　10）Monasterio　Sta．　Isabel
　しかし今回旧市街を歩きまわってみて、すぐ気がついたことは、売り家・貸家の広告がやたらと多
いことである。保存地区のこの一帯では、改造は厳しく制限されているから、たしかに暮しにくいに
違いない。4年前の万博を機に、地価の高騰に堪えかねてみんな新市街へ逃げ出したのであろう。空洞
化がこのまま進めば、この街はどうなってしまうのだろうか。
4．マドリッドとセビーリャ
　こうしてマドリッドとセビーリャのバロック教会を見てきたが、一般にスペインのバロックは、イ
タリアのそれと比べると、構造的というよりはむしろ装飾的要素が強い。このことはだれでもすぐに
わかることである。また、スペインのバロックがマドリッドとセビーリャだけで代表されるものでも
ない。バルセロナにはあまりバロックはないが、バレンシアやムルシア、そして西北部のサンチャゴ・
デ・コンポステラにはいくらもバロック建築がある。
　装飾的といえば、ウルムやミュンヘン周辺の南独バロックも十分に装飾的である。しかし、スペイ
ンのそれが南独のものと違うのは、後者がどちらかといえばロココの影響を受けているのに対して、ス
ペインバロックの装飾性はアラブの文化によるというところにある。これがまた、スペインバロック
というものの独特の魅力の源でもあろう。
　ではマドリッドのバロックとセビーリャのそれがほとんど同じかというと、そうでもない。同じア
ラブの影響といっても、例のレコンキスタが早く達成されたマドリッド周辺と、1492年のグラナダ陥
落までアラブが持ちこたえたアンダルシーアとではやはり差がある。
　マドリッドは1561年にフェリーペllがトレドから首都を移して以来だから、比較的新しい都市であ
る。だからマドリッドには中世とかルネサンスの芸術はあまりないし、修道院conventoの数もそう多
くはない。歩きまわった限りでは、例の女子修道院Las　Descalzasも含めて3つか4つぐらいしかな
かった。これに対してセビーリャでは、あの狭い楕円形の旧市街に、修道院が20以上、普通の教会に
しても25以上もあるのだから、教会の分布密度はマドリッドの比ではない。このような高密度の教会
をもつのは、狭い島にみずから立てこもったヴェネーツィアくらいのものであろう。
　しかもセビーリャには、レコンキスタが成功してからは中世（13世紀）以来司教座が設けられてい
たから、マドリッドよりずっと旧い。ここのSta．　Marfa大聖堂（1401～1519）は付属施設まで含め
た敷地面積では世界最大規模を誇っている。イスラムから奪回されて、キリスト教化されてからも、改
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宗することなくとどまった、いわゆるムデーハルmud6j　ar　L＄が作った教会がセビーリャにはきわめて
多い。わたくしの泊ったホテルの近くのSta．　Catalinaなどその代表のようなもので、それらが17世
紀にはいるといっせいにバロック化されたのである。
　スペインバロックは一般にそうであるが、セビーリャのそれはとくに主祭壇の豪華さ・なまなまし
さに特徴がある。また、ここの多くの教会がもつ、十字架をかつぐキリスト像や受難を悲しむ聖母マ
リアの像などは、レアリズムの極致迫力満点である。とくに有名なのが北の外れにあるS．Gillにある
通称「マカレーナの乙女」Virgen　de　la　Macarenaで、以前きたとき（1987）わざわざ見にいった。
　ご承知のように、フェリーペllはスペイン特有の装飾過多を嫌い、マドリッド近郊に建造したEl
Escorialの修道院も、イタリアから建築家・画家を連れてきて、ルネサンス様式で建てさせた。スペ
インの人は、マドリッドのバロックを《厳格様式》と呼ぶ。だから、マドリッドのバロックはどちら
かというと、イタリアの影響が強く比較的構造的であるといえる。
　一方セビーリャにはそうした圧力はないから、スペインバロック特有の装飾的傾向を十分に発展さ
せた。しかも、イスラム風のアラベスクがそれに加わる。実は、セビーリャからコルドバに向かう街
　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ道を2／3ほどいったところにエーシバEcijaという小さい町があるが、そこの教会を見ると、バロッ
クとアラブの結合がいっそうよくわかる。室内装飾といい、鐘楼といい、アンダルシーアバロックの
原型はどうもここにあるのではないかと思う。1990年にグラナダへいく途中の団体旅行の際、トイレ
休憩にわざわざ寄って貰ったことがあるが、残念ながらゆっくりは見られなかった。
　3番目に、スポンサーの違いをあげることができよう。マドリッドには王宮があったから、フェリー
ペll以来国王が芸術の庇護者であった。「王立……」という施設が多いことからもわかる。これに対し
てセビーリャでは教会が美術品の注文主であった。（バルセロナでは、富裕な商人つまりブルジョワか
パトロンであった。）だからここでは、美術品は信徒の、つまり一般民衆の趣向にいっそう近いものが
作られたといってもよいであろう。そういう点からは、セビーリャのバロックは《民衆的》あるいは
《土俗的》ともいえる。中南米で繁栄したのは、このバロックであった。
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